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１ 研究主題 

  「 社会に開かれた学びを行う社会科授業づくり 」 

 

２ 主題設定の理由 

  県中社研では、「社会に開かれた中学校社会科の学びをめざして」という研究主題のもと、学びのSTEAM化、

学びの個別最適化をサブテーマに活動している。 

  これを受けて、小城多久支部では、昨年度より３年間にわたって歴史的分野の学習に関する研究を行ってい

る。研究の具体的な内容としては、現実社会の社会問題等を取り入れたパフォーマンス課題づくり、パフォー

マンス課題解決に向けて生徒に裁量のある学習活動、テキスト、自分、他者等との対話のある学習活動、教室

から社会へ拡張する市民や市民社会との協働的な学びの機会の創出があげられる。 

これらを意識した授業実践を積み重ねていくことで、現行の学習指導要領にある「主体的・対話的で深い学

び」や社会科の目標である「公民的資質の基礎を養う」ことにせまるものであると考える。   

 

３ 本年度の研究の実際 

 (1)第１回小城多久地区社会科部会研修会（ 令和５年 ８月 ４日（金） ） 

    ・県中社研により提示された研究主題についての研修及びその後の活動の確認 

 (2)第２回小城多久地区社会科部会研修会（ 令和５年１１月 ２日（木） ） 

   ・支部内の代表者による研究授業参観と授業研究会及びその後の活動の確認 

    「ヨーロッパのどの近代革命が人々を幸せにしたのかを考えよう」（東原庠舎東部校 古賀教諭・光田教諭） 

  (3)第３回小城多久地区社会科部会研修会（ 令和６年 １月中予定 ） 

   ・各校の実践の報告（その１）及び討議 

  (4)第４回小城多久地区社会科部会研修会（ 令和６年 ３月中予定 ） 

   ・各校の実践の報告（その２）及び今年度の研究の振り返り 

 

４ 成果と課題 

  昨年度より進めている研究を継続したことにより、歴史的分野の学習について支部内の社会科教員の共通理

解・共通実践につなげることができた。特に、支部内の代表者による研究授業においては、パフォーマンス課

題の設定の工夫や、ラーニングパートナーや生徒間での意見交流の有効性などを共有することができた。また

タブレット（ＩＣＴ機器）を用いたグループ活動からは、これからの学習の在り方の可能性について考えるこ

とができた。 

  今後、支部内においては、パフォーマンス課題を設定しにくいとされる歴史的分野の学習において更に活発

な実践交流と議論が求められる。実践のデータベース化や、ラーニングパートナーの活用を含む「学びのネッ

トワーク一覧表」の作成へとつなげていきたい。 

《 文責 櫟村 哲也（牛津中学校） 》 












